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１．緊急点検チェックリストの目的 

・第１章３（１）に記載したとおり、地震発生後、被災した学校施設の危険度を速やかに

判定することが重要な課題であり、特に屋内運動場等については、被災後の教育活動や応

急的な避難場所としての使用において、吊り天井の落下被害の拡大による二次災害が生じ

ることのないよう、未然防止を図っていく必要がある。 

・東日本大震災においても、本震で一部しか被害を受けなかった屋内運動場の吊り天井が

余震で全面崩落した事例があり、さらに、直近の地震被害では震度５強程度の中地震でも

吊り天井が落下した事例があった。このため、児童生徒等の安全確保及び二次災害防止の

観点から、中地震以上の地震発生後、学校設置者は、とりわけ、吊り天井のある屋内運動

場等については、迅速かつ的確に被害状況等を把握するための安全点検を緊急的に実施す

ることが必要である。 

・本章で示す緊急点検チェックリストは、地震により被災した学校の吊り天井のある屋内

運動場等の安全点検を実施するためのものであり、学校設置者（施設担当の技術職員）が

外観又は内観から目視で確認できる範囲で施設の被災状況を確認し危険性を判断するこ

とができるよう作成したものである。なお、本チェックリストは、応急危険度判定士によ

る判定においても関係資料として活用することができるものである。 

・緊急点検すべき学校施設を多く保有している学校設置者においては、被災直後において

教育委員会等の施設担当の技術職員が直ちに対応することが困難な場合が想定されるた

め、あらかじめ建築担当部局や設計実務者等の専門家との連携について協議し、被災時の

緊急点検実施者を決めておくなどの対応も考えられる。 

 

２．緊急点検チェックリストを活用する上での留意点 

・緊急点検チェックリストによる点検は、被害を生じさせた地震の直後に短時間に判定す

るものであり、判定に必ずしも十分な調査検討がなされないため、後に十分な時間をか

けて被害調査が行われた場合に判定結果が異なる場合があることを考慮する必要がある。 

・本緊急点検はあくまで外観又は内観上明らかになっている被害から危険性を判断するこ

とを目的とし、主要な点検項目を示したものである。これらの確認結果において危険性

を確認できたものは、その後の使用に対して注意を要するものであると判断できるが、

確認結果において被害が見られない場合、当該施設の健全性を保証するものではなく、

恒久的な使用を保証するものではないことに注意する必要がある。 

・屋内運動場等の吊り天井について、落下防止対策がなされていないものについては、そ

もそも地震による落下危険性が高いことを十分に考慮する必要がある。このため、被災

後の緊急点検に当たっては、吊り天井の耐震点検の結果を踏まえ、「対策済み」「対策が

なされていない又は未点検」であることも併せて考慮する必要がある。 

・避難場所としての使用の可否については、本緊急点検の結果も参考にしつつ、現地災害

対策本部等が詳細に検討を行い、より慎重な判断を行うことが必要である。 

第３章 震災後の余震に備えた屋内運動場等の天井等の緊急点検 

チェックリストの活用 
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３．緊急点検チェックリストの活用 

〈対象施設〉被災した学校の吊り天井のある屋内運動場等 
      （※表 3-2-1 は吊り天井のない屋内運動場等において活用することも有効） 
〈使用が想定される場面と点検の実施者等〉表 3-1 のとおり 

（表 3-1） 

使用が想定さ

れる場面 
判定者 使用する資料 

大地震時 
応急危険度判

定士 

文教施設応急危険度判定調査表及び判定マニュアル 

＋本チェックリスト 

※現行の判定マニュアル等の関係資料として本チェ

ックリストを使用。 

 
判定士が

来るまで 

学校設置者 

（施設担当の

技術職員）等 

本チェックリストを活用し、屋内運動場等の天井等

の被災状況及び危険性を確認。 

中地震時 

学校設置者 

（施設担当の

技術職員）等＊ 

本チェックリストを活用し、屋内運動場等の天井等

の被災状況及び危険性を確認。 

＊応急危険度判定士が本チェックリストを活用し確認することも可能。 

 
〈解説〉 
・各項目にあてはまる現象などが見られる場合には、建物もしくは付属物などが危険又は

注意を要する状態にあることが考えられるため、施設の使用については慎重に検討を行

う必要がある。 

・大地震時には、耐震性の状況によっては、建物が大破している可能性があるため、既存

の応急危険度判定制度と同様、安全に点検を実施する観点から、まずは一見して明らか

に危険と判断される状況がないかどうかを確認した上で、そのような状況でない場合は

構造体等建物全体の状況について外観又は内観による調査を行い、吊り天井をはじめと

する内観調査を実施していくという流れになる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
状況確認 

建物調査 

天井調査 

一見して危険と判定される状況がないか確認する 
・建築物全体又は一部の崩壊・落階がないか 
・基礎の著しい破壊、上部構造との著しいずれがないか 
・建築物全体又は一部の著しい傾斜がないか   など 
・ など 

構造体等建物全体について危険性を確認する （表 3-2-1） 
  ・柱や梁に座屈が発生していないか 
  ・筋交いにたわみや破断がないか 

・天井ブレースにたわみや破断がないか     など 

吊り天井の危険性を確認する （表 3-2-2） 
・天井が一部でも落下又は落下しそうな状態でないか 
・天井の周囲又は段差に破損がないか 
・天井が部分的にずれていないか 

 

一見して危険と判定される場合、以降の調査は不要 

明らかに危険と判定される場合、以降の調査は不要 
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・被災した学校の吊り天井のある屋内運動場等について、表 3-2-1 により構造体等建物全

体について外観又は内観から危険性を確認した上、表 3-2-2 により吊り天井に関する危

険性を確認する。表 3-2-1 により外観上明らかに危険な状態と判明した場合、内観調査

を行う必要はない。なお、吊り天井がない屋内運動場等においても、表 3-2-1 により余

震に備えた点検を実施することは有効である。 

・表 3-2-2 による点検の実施に際しては、本手引第２章の「天井等総点検用マニュアル」

に基づく耐震点検の結果を確認し、落下防止対策の有無を把握する。落下防止対策がな

されていない場合は、無被害でない限り、専門家による調査により天井材の安全が確認

できるまでの間は施設を使用しないことが望ましい。仮に落下防止対策がなされている

場合でも部分的なずれなどの被害が発生している場合は注意を要する状態と判断できる。 

・なお、鉄筋コンクリートの建物に鉄骨の屋根がかけられている屋内運動場等の場合、吊

り天井のないものであっても、屋根の取付部などからコンクリート片が落下する被害が

発生することがある（写真 3.1.6）。これらは、本震で被害が出ていなくても、大きな余

震が起これば壊れかけていた箇所が壊れて落下することも考えられる。天井が吊られて

いる場合は、屋根の取付部が天井で覆われ床から見えない状態となっているが、同様に

危険な状態が考えられる。このため、専門家による調査により安全が確認されるまでは、

落下の恐れのある壁沿いは立ち入り禁止とし近づかないようにすることが望ましい。ま

た、照明や吊り物などのずれについても、落下防止対策の再確認を行うことが必要であ

る。  
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〈表 3-2-1〉 
項目 確認結果 確認方法 

全体の状

況につい

て 

□体育館に隣接する建物や周辺地盤による破壊の危

険性(崖崩れなど)が考えられる 

施設が危険

又は注意を

要する状態 
目視確認 

□建物が多少なりとも傾斜している 

□柱や梁に、構成要素が曲がる現象(座屈)が発生して

いる(写真 3.1.1)＊ 

□筋交いにたわんでいるもの、あるいは破断している

ものがある(写真 3.1.2、3.1.3) 

□柱と梁の接合部が一部破断している、接合部に亀裂

が発生している(写真 3.1.4) 

□柱脚が部分的にでも破損している(写真 3.1.5) 

□高所からコンクリート片が落下した、あるいは落下

しかかっている(写真 3.1.6) 
□鉄筋コンクリートの部分に比較的大きなひび割れ

(ひび割れ幅で 2mm 程度)が見られる(写真 3.1.7) 

□鉄骨部材に著しい腐食が見られる(写真 3.1.8) 

□窓ガラス・窓枠にひび割れが見られる、あるいは窓

枠がひずみ、スムーズに開閉できなくなった 

□外装材や内装材にひび割れや隙間が見られる(写真

3.1.9) 
□屋外階段や庇がわずかに傾斜あるいは移動してい

る 

□照明や吊り物が部分的にずれている(写真 3.1.10) 

□天井ブレースにたわんでいるものや破断したもの

がある(写真 3.1.11) ＊ 

□その他、異常が見られる 

＊天井の一部が露出している場合、点検口が設置され天井裏を安全で簡単に目視できる場合など 
〈表 3-2-2〉 

項目 確認結果 確認方法 

吊り天井

について 

落下防止対策が

なされている 

□天井が一部でも落下又は落下し

そうな状態である 
施設が危険

な状態 
目視確認 □天井の周囲又は段差に破損があ

る 
施設が注意

を要する状

態 □天井が部分的にずれている 

落下防止対策が

なされていない、

又は未点検であ

る 

□天井が一部でも落下又は落下し

そうな状態である（写真 3.2.1） 
施設が危険

な状態 目視確認 □天井の周囲又は段差に破損があ

る（写真 3.2.2） 
□天井が部分的にずれている（写

真 3.2.3） 
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写真 3.1.1：地震で曲がった柱や梁の構成要素の例 

このような現象が見られた場合には建物は大きな被害を受けていると考えられる。 

 

  
写真 3.1.2:たわんだ筋交いの例 

筋交いがたわんでいると、揺れによる変形が大きくなり、窓や壁などの被害が大きくなる

ことが想定される。 
 

  
写真 3.1.3:破断した筋交いの例 

このような破断が 1 カ所でも見られた場合には建物は大きな被害を受けている。 
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写真 3.1.4: 接合部での破断の例 

 

  
写真 3.1.5：破損した柱脚の例 

鉄骨柱をとめるナットの下のペイントがはずれ、ナットの下にわずかでも隙間が見られる

場合や、足元のコンクリートにひび割れが発生している場合には、建物に被害が発生して

いる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
写真 3.1.6：高所からのコンクリート片の落下事例 
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写真 3.1.7: 比較的大きなコンクリートのひび割れの例 

 

  
写真 3.1.8: 鉄骨部材の著しい腐食の例 

 

  
写真 3.1.9: 外装材のひびわれ、内装材のずれの例 
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写真 3.1.10:ずれた照明器具や吊りものの例 

                                                                 

  

写真 3.1.11:たわんだ天井ブレース・破断した天井ブレースの例 
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写真 3.2.1：吊り天井の落下又は落下しかけている被害の例 19) 

 

写真 3.2.1 の右写真のような状態の場合、天井裏でクリップが面的な広がりをもって外れ

ている可能性があり、余震により天井が脱落する危険性がある。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3.2.2：天井の周囲・段差の破損の例 20) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3.2.3：吊り天井の部分的なずれの例 21) 

 

写真 3.2.3 の例では吊り天井全体が下方へ移動し頂部が開いた状態となっている。 
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